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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　　連結経営指標等

回次
第74期 
第１四半期 

連結累計(会計)期間

第75期 
第１四半期 

連結累計(会計)期間
第74期

会計期間
自　平成21年４月１日 
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日 
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高 (千円) 2,608,219 3,101,571 13,664,157

経常損失（△） (千円) △480,133 △106,438 △377,761

四半期(当期)純損失
（△）

(千円) △349,857 △113,866 △378,247

純資産額 (千円) 13,483,796 13,013,543 13,478,046

総資産額 (千円) 19,119,473 19,201,645 19,787,121

１株当たり純資産額 (円) 300.36 288.11 299.02

１株当たり四半期
(当期)純損失金額
（△）

(円) △8.14 △2.65 △8.80

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.5 64.5 64.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 535,555 1,147,755 1,708,890

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 71,365 △949,650 △555,906

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △137,591 △125,095 △242,149

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,543,414 4,018,332 4,010,355

従業員数 (人) 913 920 914

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

     ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第74期第１四半期連結累計（会計）期間及び第74期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第75期第１四半期連結累計（会計）期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(人)
 

920(97)

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(人)
 

559( 56)

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

計測制御機器 1,384,836 ―

計装システム 397,098 ―

センサ 665,822 ―

その他 87,584 ―

合計 2,535,340 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、見込販売価額で示してあります。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

計測制御機器 1,392,441 ― 576,303 ―

計装システム 1,523,492 ― 1,869,668 ―

センサ 941,151 ― 412,634 ―

その他 231,983 ― 88,166 ―

合計 4,089,067 ― 2,946,771 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

計測制御機器 1,297,319 ―

計装システム 767,220 ―

センサ 815,070 ―

その他 221,962 ―

合計 3,101,571 ―

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間は景気も回復局面に入り、生産や輸出は上向き、企業業績も改善してまいり

ましたが、設備投資は底入れしたとはいえ、過剰感がぬぐえず、緩やかな回復にとどまりました。このよう

な状況のなかで当社は営業本部、生産本部、管理本部の３本部制に組織体制を改め、全体最適となる生産

改革と、子会社を含めた事業拠点の再編に取組み、効率の良い体制にすることで収益性と競争力を高める

べく注力してまいりました。

　また、海外事業につきましては、中国・韓国・台湾・インド等勢いがある東アジアを中心に顧客現場に

密着した販促活動を強化し、現地拠点との人材交流を活発にして、現地市場向けの商品開発や現地生産の

足がかりとするべく活動を展開いたしました。

当第１四半期連結会計期間の連結業績につきましては、売上高は3,101百万円(前第１四半期連結会計

期間比18.9％増)となりました。このうち国内売上高は2,552百万円(前第１四半期連結会計期間比22.3％

増)、海外売上高は549百万円(前第１四半期連結会計期間比5.3％増)となりました。これにより、連結売上

高に占める海外売上高の割合は17.7％となりました。

セグメント別の売上高は、『計測制御機器』は1,297百万円、『計装システム』は767百万円となりまし

た。『センサ』は815百万円、修理・サービス等『その他』は221百万円となりました。

利益面につきましては、役員報酬、管理職給与のカットを継続し、経費節減に努めましたが、売上高の水

準が未だ低く営業損失は106百万円（前第１四半期連結会計期間　営業損失460百万円）、経常損失は106

百万円（前第１四半期連結会計期間　経常損失480百万円）、四半期純損失は113百万円（前第１四半期連

結会計期間　四半期純損失349百万円）となりました。
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(2)財政状態の分析

①資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて585百万円減少し、19,201百

万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,497百万円減少し、12,030百万円となりました。主な増減は、

たな卸資産の増加263百万円、受取手形及び売掛金の減少1,696百万円、有価証券の減少164百万円であ

ります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ911百万円増加し、7,170百万円となりました。このうち有形固

定資産は減価償却費の計上等により14百万円減となりました。投資その他の資産は投資有価証券の増

加916百万円がありました。

②負債の状況

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて120百万円減少し、6,188百万

円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ98百万円減少し、4,137百万円となりました。主な減少要因は支

払手形及び買掛金の減少268百万円等であります。

固定負債は、退職給付引当金等の減少があり前連結会計年度末に比べ22百万円減少し2,050百万円と

なりました。

③少数株主持分

連結子会社の上海大華―千野儀表有限公司、千野測控設備(昆山)有限公司及び韓国チノー株式会社

の少数株主持分であります。

④純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ464百万円減少し、13,013百

万円となりました。これは主に四半期純損失による減少113百万円と、剰余金の配当171百万円による減

少等の結果であります。

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期の535百万

円の収入と比べ 612百万円増加し1,147百万円の収入になりました。減価償却費145百万円、売上債権の

減少額1,645百万円等が主な増加要因であります。一方、減少要因としては、税金等調整前四半期純損失

106百万円、たな卸資産の増加291百万円、仕入債務の減少247百万円、法人税等の支払額87百万円等であ

ります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期の71百万円

の収入と比べ1,021百万円減少し949百万円の支出となりました。主な収入は有価証券の売却・償還165

百万円、主な支出は投資有価証券の取得991百万円、有形固定資産の取得91百万円等です。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期の137百万

円の支出と比べ12百万円少ない125百万円の支出となりました。配当金の支払に119百万円の資金を使

用いたしました。
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これらの結果、現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残高は前第１四半期連結会計期

間残高3,543百万円に比べ474百万円増加し、4,018百万円となりました。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

(5)研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は217百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等について、重要な変更ならびに重要な

設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 119,100,000

計 119,100,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,800,58047,800,580
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 47,800,58047,800,580 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年４月 1日～
平成22年６月30日

― 47,800 ― 4,292,027 ― 4,017,909

　

(6) 【大株主の状況】

当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 4,843,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

42,357,000
42,357 ─

単元未満株式 普通株式  600,580 ― 　１単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 47,800,580 ― ―

総株主の議決権 ― 42,357 ―

　

② 【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
株式会社チノー

東京都板橋区熊野町32―8 4,843,000 ― 4,843,00010.13

計 ― 4,843,000 ― 4,843,00010.13

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 240 268 244

最低(円) 225 215 217

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年　４月

１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30

日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人大手門会計事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,088,332 4,080,355

受取手形及び売掛金 3,899,173 5,596,166

有価証券 100,000 264,464

商品及び製品 991,956 886,111

仕掛品 846,307 815,296

原材料及び貯蔵品 1,282,373 1,155,287

その他 844,060 754,507

貸倒引当金 △21,288 △24,138

流動資産合計 12,030,916 13,528,052

固定資産

有形固定資産 ※
 3,416,289

※
 3,430,597

無形固定資産

のれん 307,739 321,683

その他 174,081 180,829

無形固定資産合計 481,820 502,513

投資その他の資産

その他 3,272,620 2,325,961

貸倒引当金 △2 △4

投資その他の資産合計 3,272,618 2,325,957

固定資産合計 7,170,728 6,259,068

資産合計 19,201,645 19,787,121

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,488,510 2,757,162

短期借入金 765,048 744,159

未払法人税等 41,466 105,972

賞与引当金 152,496 267,462

その他 689,661 360,761

流動負債合計 4,137,183 4,235,518

固定負債

退職給付引当金 1,511,860 1,523,316

役員退職慰労引当金 144,203 136,505

その他 394,853 413,734

固定負債合計 2,050,918 2,073,556

負債合計 6,188,101 6,309,075

EDINET提出書類

株式会社チノー(E02286)

四半期報告書

12/25



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,292,027 4,292,027

資本剰余金 4,072,140 4,072,140

利益剰余金 5,831,050 6,116,747

自己株式 △1,452,376 △1,452,024

株主資本合計 12,742,843 13,028,891

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △45,835 △1,008

為替換算調整勘定 △321,088 △182,572

評価・換算差額等合計 △366,923 △183,580

少数株主持分 637,624 632,734

純資産合計 13,013,543 13,478,046

負債純資産合計 19,201,645 19,787,121
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 2,608,219 3,101,571

売上原価 2,021,314 2,137,665

売上総利益 586,904 963,905

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 443,427 461,113

賞与引当金繰入額 61,352 60,435

退職給付費用 39,733 38,256

役員退職慰労引当金繰入額 5,891 7,595

研究開発費 64,266 72,478

その他 432,511 430,677

販売費及び一般管理費合計 1,047,183 1,070,557

営業損失（△） △460,278 △106,652

営業外収益

受取利息 3,210 2,875

受取配当金 11,096 8,193

為替差益 15,105 －

その他 10,117 14,972

営業外収益合計 39,529 26,041

営業外費用

支払利息 1,856 3,675

退職給付会計基準変更時差異の処理額 56,581 －

為替差損 － 13,108

その他 945 9,043

営業外費用合計 59,383 25,828

経常損失（△） △480,133 △106,438

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,188 1,359

固定資産売却益 － 692

その他 － 484

特別利益合計 1,188 2,536

特別損失

固定資産処分損 2,797 －

休業手当 14,298 2,124

その他 － 368

特別損失合計 17,096 2,492

税金等調整前四半期純損失（△） △496,041 △106,395

法人税等 ※
 △142,239

※
 △11,439

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △94,955

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,944 18,910

四半期純損失（△） △349,857 △113,866
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △496,041 △106,395

減価償却費 171,787 145,863

のれん償却額 10,883 13,944

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,139 △2,851

受取利息及び受取配当金 △14,306 △11,069

支払利息 1,856 3,675

売上債権の増減額（△は増加） 1,390,155 1,645,319

たな卸資産の増減額（△は増加） △128,202 △291,266

仕入債務の増減額（△は減少） △511,188 △247,600

その他 155,995 78,017

小計 577,801 1,227,637

利息及び配当金の受取額 14,306 11,245

利息の支払額 △1,856 △3,675

法人税等の支払額 △54,694 △87,451

営業活動によるキャッシュ・フロー 535,555 1,147,755

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △67,720 △91,504

投資有価証券の取得による支出 △10,036 △991,792

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

200,000 165,260

貸付金の回収による収入 1,877 1,462

その他 △52,755 △33,076

投資活動によるキャッシュ・フロー 71,365 △949,650

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 7,961 5,985

長期借入金の返済による支出 △1,500 △1,500

自己株式の取得による支出 △520 △352

配当金の支払額 △136,989 △119,760

少数株主への配当金の支払額 △6,543 △9,468

財務活動によるキャッシュ・フロー △137,591 △125,095

現金及び現金同等物に係る換算差額 17,192 △65,031

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 486,522 7,977

現金及び現金同等物の期首残高 3,056,891 4,010,355

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,543,414

※
 4,018,332
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結累計期間
(自　平成　22年４月１日
至　平成　22年６月30日)

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。 

　なお、この変更による損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

１　前第１四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「固定資産処分損」（当第１四半期連結累計期間
368千円）は、特別損失の100分の20以下となったため、当第１四半期連結会計期間から特別損失の「その他」
に含めて表示することといたしました。

２　「連結財務諸表の関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の
一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間で
は「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用しております。

　また、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

9,910,168千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

9,862,351千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※　法人税等の表示方法

「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整

額」を「法人税等」として一括掲記しております。

※　同　　　左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金 3,754,931千円

預入期間が３か月超の定期預金 △211,517〃

現金及び現金同等物 3,543,414千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金 4,088,332千円

預入期間が３か月超の定期預金 △70,000〃

現金及び現金同等物 4,018,332千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成22年4月1日　

至　平成22年6月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 47,800,580

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,844,544

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年5月12日
取締役会

普通株式 171,830 4.00平成22年3月31日 平成22年6月30日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)における当社グループ(当

社及び連結子会社)の事業は、計測制御機器等の製造販売という単一の産業区分に属する事業であり

ます。

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自平成21年４月１日　至平成21年６月30日)

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合が

いずれも90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)
　

　 アジア 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 379,715 50,687 40,133 51,059 521,594

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― ― 2,608,219

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.6 1.9 1.5 2.0 20.0

(注) １ 　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２ 　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)　アジア　……………… 中国、韓国、台湾等

(2)　北　米　……………… 米国、カナダ等

(3)　欧　州　……………… ドイツ、イタリア、フランス等

(4)　その他　……………… ブラジル等

３ 　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

　当社グループは、当社営業本部と生産本部ならびに関係会社からなる事業グループごとに、取り扱う製品

・商品及びサービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。した

がって、当社グループは当該事業グループを基礎とした製品・商品、サービス別のセグメントから構成され

ており、「計測制御機器」、「計装システム」、「センサ」、「その他」の４つを報告セグメントとしており

ます。

　　各報告セグメントの主な製品・商品及びサービスは次のとおりであります。

　 　

セグメントの名称 製品内容等

計測制御機器 記録計、調節計、民生機器

計装システム
性能・評価試験装置、制御・監視用パッケージシステム、
デバイス・半導体試験装置、クリーンルーム、各種計装システム

セ　ン　サ 赤外線放射機器、熱画像計測装置、温度センサ、応用センサ

そ　の　他 付属品、チャート（記録紙）、修理サービス、補修パーツ

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年4月1日  至平成 22年６月30日)

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 計測制御機器計装システム センサ その他 計
調整額
（注１）

合計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,297,319767,220815,070221,9623,101,571― 3,101,571

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,297,319767,220815,070221,9623,101,571― 3,101,571

セグメント利益又は損失
（△）

168,098△36,13391,6409,050232,655△339,307△106,652

（注）１．セグメント利益の調整額339,307千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用339,307千円でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 288円11銭
　

　 　

　 299円02銭
　

　
(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第1四半期連結会計期間末

（平成22年６月30日）

前連結会計年度

（平成22年３月31日）

連結貸借対照表の純資産の部の合計 （千円） 13,013,543 13,478,046

普通株式に係る純資産額 （千円） 12,375,919 12,845,311

差額の主な内訳 　 　 　

　少数株主持分 （千円） 637,624 632,734

普通株式の発行済株式数 （千株） 47,800 47,800

普通株式の自己株式数 （千株） 4,844 4,843

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数

（千株） 42,956 42,957
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２  １株当たり四半期純損失金額等

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △8円14銭
　

１株当たり四半期純損失金額(△) △2円65銭
　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式
が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式
が存在しないため記載しておりません。

　
(注)　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
(千円)

△349,857 △113,866

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △349,857 △113,866

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,967 42,956

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成22年５月12日開催の取締役会において、平成22年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次の

とおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額 171,830千円

②１株当たりの金額 ４円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年６月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月７日

株式会社チノー

取締役会  御中

　

監査法人大手門会計事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    植　木　暢　茂    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　武　川　博　一    印

　

　 　 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社チノーの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社チノー及び連結子会社の平成21年６

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月９日

株式会社チノー

取締役会  御中

　

監査法人大手門会計事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    武　川　博　一　    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士  　根　本　芳　男　    印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社チノーの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月

30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社チノー及び連結子会社の平成22年６

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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